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160周年記念メッセージ

ドリーン・ボグダン－
マーティン

国際電気通信連合（ITU）
事務総局長

2025年、ITUは創立160周年を迎えました。記念に、皆様へ向けてITU事務総局長 ドリーン・ボグダン－マーティン氏からメッ
セージをいただきました。5月17日に開催されたイベントなども併せてご覧ください。 
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読者の皆様、日本ITU協会会員の皆様へ

　国際電気通信連合（ITU）が2025年160周年を迎えるにあたり、日本との長年にわたるパートナーシップに深く感謝申し上
げます。
　私たちの関係は、当時急速に近代化を進めていた日本が万国電信連合に加盟した1879年に遡ります。ほかの初期加盟国と
ともに、私たちは世界中の人々に真の利益を提供することに焦点を当てた世界的な技術協力の基礎を築くことに貢献しました。
　それ以来、日本はITUの一員として、電信や無線から人工知能や量子情報技術に至るまで、世界の通信を形成し続け、
その革新的なビジョンと多国間主義への揺るぎないコミットメントを一貫して示してきました。
　今日の複雑かつ急速に変化するデジタル環境は、そのコミットメントをこれまで以上に重要なものにしています。
　ITUはその80年近い歴史の中で、誇りを持って国連の専門機関としての役割を果たし、無線周波数の調整、世界標準の設
定、そして世界中の社会経済発展の触媒としての技術の促進を行ってきました。
　ITUは、政府、企業、大学、研究機関、地域機関を含むユニークな会員の多様化を続け、すべての人のために機能する
デジタルの未来を形作るために協力しています。
　日本はこの使命を推進する上で重要な役割を担っています。
　ITUの技術、規制、能力開発活動には、政府関係者だけでなく、日本の民間企業や学術機関から50名を超えるメンバー
が多大な貢献をしています。
　長年にわたり、日本の専門家はITU研究グループを通じて主要な標準の策定を支援し、貴重な政策や規制に関する見識を
提供し、画期的な知識を共有し、重要な技術支援で脆弱な国やコミュニティを支援してきました。
　重要なことは、日本の貢献の多くが現場での実践的な支援であるということです。災害対応や環境問題から、十分なサービスを
受けていない地域における接続性の拡大まで、日本はITUやほかのパートナーとともに、特に世界の後発開発途上国、内陸開発途
上国、小島しょ開発途上国、移行や混乱に直面している国 に々おいて、デジタル・レジリエンスを強化するために取り組んできました。
　私たちは、ITUの指導者の中に日本の著名な技術者である尾上誠蔵電気通信標準化局長がいることを誇りに思います。
標準化団体間の協力関係を強化し、標準化のギャップを埋め、技術標準が全人類に利益をもたらすことを確実にするための
尾上氏のたゆまぬ努力は、正に日本の貢献を反映しています。
　5月17日、世界情報社会・電気通信日を記念して、ジュネーブ本部で160周年記念ライトショーが開催されました。それは、
電信の時代から私たちがどれほど進歩してきたか、そして、人類の3分の1にあたる人々に、意義ある接続性と持続可能なデ
ジタル変革をもたらすために、私たちがどれほど多くのことをしなければならないかを、力強く思い起こさせるものでした。
　今後とも、日本がエネルギー、イノベーション、リーダーシップを発揮し、デジタル時代の課題に応えていくことを確信して
います。また、デジタル技術の力と可能性に根ざし、分野、世代、コミュニティを超えた強力なパートナーシップを構築する
上で、日本ITU協会が重要な役割を果たしていることを評価したいと思います。
　ITUファミリーを代表し、日本政府をはじめ、日本のメンバー及びパートナーの皆様の揺るぎないご支援と継続的なご協力
に深く感謝申し上げます。
　皆様の献身的なご尽力により、すべての人 と々地球のために、より明るいデジタルの未来に向けた共通の旅を続けることが
でき、前途に大きな希望を感じています。

国際電気通信連合（ITU）
事務総局長
ドリーン・ボグダン－マーティン

ITUの歴史やライトショーはこちらからご覧いただけます。

●ITU160 ライトショー
https://www.itu.int/wtisd/itu160-lightshow/

●ITU創立160周年記念
https://www.itu.int/160/
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